






要約:Harrison等はgastroschisrs症例の胎児Echoで,脱出腸管壁肥厚,腸管ループ拡張の

2 つの所見の存在が予後不良を示唆すると報告した。我々は出生前診断をうけた本症 4 例

を経験し,全例に胎児 Echo 上の腸管壁肥厚を,1例には明らかな拡張腸管像をも認めた。し

かし4例ともprimary closure後の術後経過は比較的良好で,腸瘻を併発した1例を除き術

後 30-38 日目に退院した。従って我々の症例からは,Harrison 等の見解は確認し得なかっ

た。 


